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令和３年度真庭市当初予算について

・当初予算編成の考え方

令和 3年度の当初予算は、市民一人ひとりが相互に尊重し合い、豊かな生

活を実感できる「共生社会の実現」を根底に位置付け、ポストコロナ時代の

変革を見据えながら、人口減少による社会的影響を克服し、永続的な地域発

展を目指すための予算編成としました。

その観点から市政推進の 4本柱とする「安全・安心で魅力的な地域づくり」、

「力強い循環型の地域経済づくり」、「持続可能な真庭の環境づくり」及び「夢

ある子育て、『ひと』づくりと豊かな文化づくり」に重点を置き、「ＳＤＧｓ

未来杜市」として全ての人が存在感を持って輝く「真庭ライフスタイル」の

実現に向けて取り組んでいきます。

一方、今後も市税収入の大幅な増収が見込めない中、一般財源の確保が困

難な状況に加え、人件費、公債費など義務的経費の増加により、今後の財政

運営は一層厳しさを増すものと見込んでいます。

このことから、国・県補助や民間資金の活用等、あらゆる歳入確保策を講

じるとともに、持続的に健全な財政運営を行っていくための予算編成を行い

ました。

なお、今回の予算編成にあたっては、間断なく政策を実行する必要がある

事業や継続事業を中心に骨格予算としています。

・全会計予算規模

一般会計及び 8の特別会計、3の企業会計の全会計を合わせた令和 3年度

当初予算の規模は、522 億 5,768 万 5 千円で、前年度比 11 億 2,971 万 5 千円、

2.2％の増となっています。

一般会計当初予算額 31,550,000 千円

特別会計当初予算額 12,598,588 千円

企業会計当初予算額 8,109,097 千円

格）額合計 52,257,685 千円

全会計予算規模（億円）

316126

81
一般会計
特別会計
企業会計
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1 令和 3 年度真庭市一般会計予算

(1) 予算規模

令和 3 年度の一般会計の予算規模は、315 億 5,000 万円で、前年度比、5

億 7,200 万円、1.8％の増となっています。

主な要因は、生ごみ等資源化施設や学校給食共同調理場建設等の大型事業

によるものです。

(2) 歳入

歳入予算の特徴としては、市税では、評価替えに伴う固定資産税の減額、

新型コロナウイルス感染症に伴う影響等により、前年度比 8,876 万 5 千円、

1.7％減の 50 億 4,203 万 1 千円を計上しています。

国庫支出金では、蒜山⇔晴海プロジェクト推進事業に伴う地方創生拠点整

備交付金の減等により、前年度比4億 8,143 万 8千円、16.6％減の24億 2,458

万 6千円を計上しています。

歳入の約 42％を占める地方交付税は、令和 2年国勢調査による人口減の影

響を考慮し、前年度比 1億 1,200 万円、0.8％減の 130 億 7,800 万円を計上し

ています。

繰入金では、ふるさと納税寄附者の意向を反映した事業に充てるためのふ

るさと真庭応援基金繰入金 1億 5,018 万 3 千円、森林環境譲与税を原資とし

た森林林業・木材産業活性化基金繰入金 7,265 万 2 千円、公共施設の大規模

改修や長寿命化事業に充てるための公共施設整備等基金繰入金 1億 2,568 万

1 千円等を計上しています。

一般会計当初予算額推移（億円）
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また、普通交付税の減少に伴う一般財源不足を補うため、財政調整基金繰

入金 10 億 7,456 万 8 千円を計上し、繰入金総額では、前年度比1億7,460万

4千円、13.3％増の14億 9,021万 8千円を計上しています。

歳入割合の推移（億円）
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(3) 歳出

ア 目的別

歳出の目的別の主なものは、総務費では、湯原振興局庁舎移転事業の増額

等により、前年度比 2億 4,945 万 9 千円、7.5％増の 35 億 9,386 万 4 千円を

計上しています。

衛生費では、生ごみ等資源化施設整備事業の増等により、前年度比 12 億

6,367 万円、46.7％増の 39 億 7,169 万 2 千円を計上しています。

商工費では、蒜山⇔晴海プロジェクト推進事業の減等により、前年度比 16

億 2,170 万 5 千円、66.8％減の 8億 575 万 7 千円を計上しています。

消防費では、高機能消防指令システム構築など消防車両・施設等の充実整

備事業や北房分署庁舎整備事業の増等により、前年度比 1億 3,215 万 9 千円、

9.5％増の 15 億 1,686 万 1 千円を計上しています。

教育費では、学校給食施設整備事業の増等により、前年度比 4億 4,132 万

5 千円、12.1％増の 40 億 9,979 万 1 千円を計上しています。

歳出目的別予算割合の推移（億円）
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イ 性質別

歳出の性質別の主なものは、義務的経費では、人件費が任期付短時間勤務

職員の処遇改善に伴う増等により、前年度比 3,012 万 5 千円、0.4％増の 68

億 7,362 万 6 千円を計上しています。義務的経費総額では、前年度比 6,516

万 4 千円、0.5％増の 141 億 1,809 万 7 千円を計上しています。

消費的経費では、補助費等が空家等対策事業の増等により、前年度比 413

万 7 千円、0.1％増の 44 億 3,313 万 4 千円を計上しています。消費的経費総

額では、前年度並みの 95 億 7,634 万 5 千円を計上しています。

投資的経費では、普通建設事業費が生ごみ等資源化施設整備事業の増等に

より、前年度比 3億 4,091 万 1 千円、7.3％増の 49 億 8,039 万 1 千円を計上

しています。投資的経費総額では、前年度比 3 億 278 万 1 千円、6.4％増の

50 億 2,481 万 1 千円を計上しています。

その他の区分では、新型コロナウイルス感染症等に迅速かつ的確に対応す

るため、予備費を前年度比 2億円増額し、3億円を計上しています。

歳出（目的別）の構成割合
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歳出性質別予算割合の推移（億円）

歳出（性質別）の構成割合
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2 令和 3 年度真庭市国民健康保険特別会計予算

歳入の主なものは、国民健康保険税 7 億 9,333 万 7 千円、県支出金 39 億

1,117 万 8 千円、一般会計繰入金 4億 2,886 万 4 千円、繰越金 1,000 万円、

諸収入 1,280 万 6 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 9,989 万 8 千円、保険給付費 38 億 7,818 万 7

千円、国保事業費納付金 11 億 1,167 万円、保健事業費 5,216 万 6 千円、諸支

出金 1,466 万 1 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 51 億 5,722 万 9 千円とな

り、前年度比 4,637 万 6 千円、0.9％の増となっています。これは、主に歳入

は県支出金、歳出は保険給付費の増によるものです。

3 令和 3 年度真庭市後期高齢者医療特別会計予算

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料 4億 8,378 万 6 千円、一般会計

繰入金 2億 5,324 万 9 千円、諸収入 2,671 万 3 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 7,302 万 1 千円、後期高齢者医療広域連合納付

金 6億 9,002 万 7 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 7億 6,379 万 8 千円とな

り、前年度比 2,638 万 7 千円、3.3％の減となっています。これは、主に後期

高齢者医療保険料の減によるものです。

4 令和 3 年度真庭市介護保険特別会計予算

歳入の主なものは、保険料 11 億 3,696 万 6 千円、国庫支出金 16 億 545 万

6 千円、支払基金交付金 16 億 4,218 万 2 千円、県支出金 8億 8,496 万 2 千円、

一般会計繰入金 9億 9,946 万円を計上しています。

歳出の主なものは、総務費 1 億 6,479 万 6 千円、保険給付費 59 億 1,791

万 9 千円、地域支援事業費 2億 8,283 万 6 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 64 億 1,687 万 6 千円とな

り、前年度比 2億 6,189 万 7 千円、4.3％の増となっています。これは、主に

保険給付費の増によるものです。

5 令和 3 年度真庭市介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)予算

歳入の主なものは、サービス収入 2,116 万 2 千円、一般会計繰入金 2,892

万円を計上しています。

歳出は、居宅介護支援事業人件費 4,233 万 1 千円、居宅介護支援事業費 875

万 1 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 5,108 万 2 千円となり、

前年度比 2万 9千円、0.1％の減となっています。
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6 令和 3 年度真庭市浄化槽事業特別会計予算

歳入の主なものは、使用料及び手数料 649 万 3 千円、一般会計繰入金 5,537

万 3 千円を計上しています。

歳出の主なものは、総務管理費 2,404 万 8 千円、公債費 3,822 万 1 千円を

計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 6,236 万 9 千円となり、

前年度比 1,313 万 3 千円、17.4％の減となっています。これは、平成 29 年度

より市設置浄化槽の個人への譲渡が始まり、令和 6年度の譲渡完了まで市の

管理する浄化槽が毎年減ることによるものです。

7 令和 3 年度真庭市津黒高原観光事業特別会計予算

歳入の主なものは、一般会計繰入金 1,954 万 4 千円を計上しています。

歳出の主なものは、津黒高原荘等経常管理費 1,634 万円、津黒高原荘等臨

時管理費 121 万円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 1,964 万 4 千円となり、

前年度比 546 万 6 千円、21.8％の減となっています。これは、主に津黒高原

荘等臨時管理費の工事請負費の減によるものです。

8 令和 3 年度真庭市クリエイト菅谷事業特別会計予算

歳入では、一般会計繰入金 753 万 6 千円を計上しています。

歳出では、経常管理費 753 万 6 千円を計上しています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 753 万 6 千円となり、前

年度比 2万 3千円、0.3%の減となっています。

9 令和 3 年度真庭市温泉事業特別会計予算

歳入の主なものは、配湯使用料 9,085 万円、一般会計繰入金 1,874 万 5 千

円、繰越金 800 万円、事業収入 229 万 6 千円を計上しています。

歳出の主なものは、一般管理費 4,922 万 9 千円、足温泉管理費 2,363 万 1

千円、湯本温泉館費 4,389 万 8 千円、温泉加工施設費 229 万 6 千円を計上し

ています。

これらにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ 1億 2,005 万 4 千円とな

り、前年度比 2,139 万 8 千円、15.1％の減となっています。これは、主に足

温泉館改修事業の減によるものです。
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10 令和 3年度真庭市水道事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入では、営業収益9億1,075万1千円、営業外収益4億6,798

万1千円、特別利益2千円を計上し、水道事業収益の総額は、13億7,873

万 4 千円となっています。

イ 収益的支出では、営業費用 10 億 8,544 万 4 千円、営業外費用 1 憶

6,341 万 1 千円、特別損失 260 万円、予備費 1,500 万円を計上し、水

道事業費用の総額は、12 億 6,645 万 5 千円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、企業債 4億 190 万円、負担金 2億 3,645 万 4 千円、

他会計補助金 6,435 万 3 千円を計上し、資本的収入の総額は 7億 270

万 7 千円となっています。

イ 資本的支出では、建設改良費 5億 693 万 2 千円、企業債償還金 7億

5,085 万 9 千円、基金積立金 1千円を計上し、資本的支出の総額は、

12 億 5,779 万 2 千円となっています。建設改良費の主なものは、久世

配水池築造工事、久世配水池配管布設工事、月田老朽管改良工事及び

中央監視装置整備改良工事です。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 5億 5,508

万 5 千円は、当年度及び過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税

及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金及び建設改良積立金で

補てんしています。

11 令和 3年度真庭市下水道事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入では、営業収益 3 億 5,337 万 2 千円、営業外収益 13 億

5,763 万 6 千円を計上し、下水道事業収益の総額は、17 億 1,100 万 8

千円となっています。

イ 収益的支出では、営業費用 15 億 5,614 万 8 千円、営業外費用 1 億

5,286 万円、特別損失 100 万円、予備費 100 万円を計上し、下水道事

業費用の総額は、17 億 1,100 万 8 千円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、企業債 5億 8,430 万円、出資金 2億 8,173 万 6 千

円、補助金 5億 6,968 万円、負担金及び分担金 1億 3,071 万 4 千円、

基金繰入金 1千万円を計上し、資本的収入の総額は、15 億 7,643 万円

となっています。
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イ 資本的支出では、建設改良費 12 億 1,752 万 2 千円、企業債償還金 9

億 1,929 万 1 千円を計上し、資本的支出の総額は、21 億 3,681 万 3 千

円となっています。建設改良費の主なものは、公共下水道久世・落合

地区の管渠工事、落合浄化センター増設事業、久世浄化センター改築

更新事業及び農業集落排水宮地地区の管路更新工事です。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 5億 6,038

万 3 千円は、当年度分損益勘定留保資金で補てんしています。

12 令和 3年度真庭市国民健康保険湯原温泉病院事業会計予算

(1) 「収益的収入及び支出」

ア 収益的収入のうち病院事業収益の主なものは、医業収益 11 億 6,365

万 2 千円、通所・訪問リハビリテーション収益 4,000 万円、訪問看護

ステーション収益 2,800 万円、居宅介護支援事業収益 600 万円を計上

しています。

医業外収益では、他会計補助金 2億 7,533 万 9 千円、その他医業外

収益 590 万円、長期前受金戻入 2,300 万 3 千円、雑収入ほかで 530 万

円とし、医業外収益総額で 3億 954 万 2 千円を計上し、病院事業収益

の総額は、15 億 4,719 万 4 千円となっています。

イ 収益的支出のうち病院事業費用の主なものは、医業費用 13 億 9,366

万 3 千円、通所・訪問リハビリテーション費用 4,659 万 4 千円、訪問

看護ステーション費用 2,854 万 7 千円、居宅介護支援事業費用 961 万

6 千円を計上しています。

医業外費用では、企業債利息 2,143 万円、雑支出 3,710 万円、患者

外給食材料費ほかで 824 万 4 千円を計上し、医業外費用総額は、6,677

万 4 千円となっています。

また、予備費に200万円を計上し、病院事業費用の総額は、15億4,719

万 4 千円となっています。

(2) 「資本的収入及び支出」

ア 資本的収入では、出資金 6,691 万 1 千円、企業債 7,930 万円を計上

し、資本的収入の総額は、1億 4,621 万 1 千円となっています。

イ 資本的支出では、資産購入費で医療機器等の購入費 8,460 万 3 千円、

企業債償還金 1億 523 万 2 千円を計上し、資本的支出の総額は、1億

8,983 万 5 千円となっています。

なお、資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額 4,362 万

4 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんしています。
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令和３年度当初予算　会計別集計表

会　　計　　名
令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

比較 増減比

一　般　会　計 31,550,000 30,978,000 572,000 1.8

国民健康保険特別会計 5,157,229 5,110,853 46,376 0.9

後期高齢者医療特別会計 763,798 790,185 △ 26,387 △ 3.3

介護保険特別会計 6,416,876 6,154,979 261,897 4.3

介護保険特別会計
(介護サ－ビス事業勘定)

51,082 51,111 △ 29 △ 0.1

浄化槽事業特別会計 62,369 75,502 △ 13,133 △ 17.4

津黒高原観光事業特別会計 19,644 25,110 △ 5,466 △ 21.8

クリエイト菅谷事業特別会計 7,536 7,559 △ 23 △ 0.3

温泉事業特別会計 120,054 141,452 △ 21,398 △ 15.1

特別会計合計 12,598,588 12,356,751 241,837 2.0

水道事業会計 2,524,247 2,603,325 △ 79,078 △ 3.0

下水道事業会計 3,847,821 3,496,800 351,021 10.0

国民健康保険湯原温泉
病院事業会計

1,737,029 1,693,094 43,935 2.6

公営企業会計合計 8,109,097 7,793,219 315,878 4.1

合　　　　　　計 52,257,685 51,127,970 1,129,715 2.2

　　　（単位：千円,％）
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令和３年度　一般会計歳入の状況

（単位：千円,％）

令和３年度
予算額

構成比
令和２年度

予算額
増減額 増減率

8,134,373 25.7 8,214,405 △ 80,032 △ 1.0

市税 5,042,031 16.0 5,130,796 △ 88,765 △ 1.7

分担金及び負担金 208,692 0.7 232,202 △ 23,510 △ 10.1

使用料及び手数料 326,639 1.0 326,279 360 0.1

財産収入 186,209 0.6 199,119 △ 12,910 △ 6.5

寄附金 221,350 0.7 400,460 △ 179,110 △ 44.7

繰入金 1,490,218 4.7 1,315,614 174,604 13.3

繰越金 200,000 0.6 200,000 0 0.0

諸収入 459,234 1.4 409,935 49,299 12.0

23,415,627 74.3 22,763,595 652,032 2.9

地方譲与税 351,246 1.1 377,846 △ 26,600 △ 7.0

利子割交付金 4,600 0.0 4,100 500 12.2

配当割交付金 21,100 0.1 21,300 △ 200 △ 0.9

株式等譲渡所得割交付金 19,800 0.1 13,500 6,300 46.7

法人事業税交付金 53,500 0.2 25,000 28,500 114.0

地方消費税交付金 953,000 3.0 965,000 △ 12,000 △ 1.2

ゴルフ場利用税交付金 20,200 0.1 20,800 △ 600 △ 2.9

環境性能割交付金 28,400 0.1 32,800 △ 4,400 △ 13.4

地方特例交付金 72,234 0.2 27,000 45,234 167.5

地方交付税 13,078,000 41.5 13,190,000 △ 112,000 △ 0.8

交通安全対策特別交付金 3,800 0.0 4,000 △ 200 △ 5.0

国庫支出金 2,424,586 7.7 2,906,024 △ 481,438 △ 16.6

県支出金 1,514,861 4.8 1,571,925 △ 57,064 △ 3.6

市債 4,870,300 15.4 3,604,300 1,266,000 35.1

31,550,000 100.0 30,978,000 572,000 1.8

【一般・特定財源区分】 （単位：千円,％）

令和３年度
予算額

構成比
令和２年度

予算額
増減額 増減率

21,907,179 69.5 21,576,153 331,026 1.5

市税 5,042,031 16.0 5,130,796 △ 88,765 △ 1.7

地方譲与税 351,246 1.1 377,846 △ 26,600 △ 7.0

利子割交付金 4,600 0.0 4,100 500 12.2

配当割交付金 21,100 0.1 21,300 △ 200 △ 0.9

株式等譲渡所得割交付金 19,800 0.1 13,500 6,300 46.7

法人事業税交付金 53,500 0.2 25,000 28,500 114.0

地方消費税交付金 953,000 3.0 965,000 △ 12,000 △ 1.2

ゴルフ場利用税交付金 20,200 0.1 20,800 △ 600 △ 2.9

環境性能割交付金 28,400 0.1 32,800 △ 4,400 △ 13.4

地方特例交付金 72,234 0.2 27,000 45,234 167.5

地方交付税 13,078,000 41.5 13,190,000 △ 112,000 △ 0.8

交通安全対策特別交付金 3,800 0.0 4,000 △ 200 △ 5.0
繰入金（財政調整基金･特別会計） 1,074,568 3.4 921,311 153,257 16.6

繰越金 200,000 0.6 200,000 0 0.0

市債（臨時財政対策債） 984,700 3.1 642,700 342,000 53.2

9,642,821 30.5 9,401,847 240,974 2.6

分担金及び負担金 208,692 0.7 232,202 △ 23,510 △ 10.1

使用料及び手数料 326,639 1.0 326,279 360 0.1

財産収入 186,209 0.6 199,119 △ 12,910 △ 6.5

寄附金 221,350 0.7 400,460 △ 179,110 △ 44.7

国庫支出金 2,424,586 7.7 2,906,024 △ 481,438 △ 16.6

県支出金 1,514,861 4.8 1,571,925 △ 57,064 △ 3.6

繰入金 415,650 1.3 394,303 21,347 5.4

諸収入 459,234 1.4 409,935 49,299 12.0

市債 3,885,600 12.3 2,961,600 924,000 31.2

31,550,000 100.0 30,978,000 572,000 1.8

【自主・依存財源区分】

区         分

自主財源

依存財源

合　　　　　計

区         分

一般財源

特定財源

合　　　　　計
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令和３年度　一般会計歳出の状況

【目的別】 （単位：千円,％）
令和３年度
予算額

構成比
令和２年度

予算額
増減額 増減率

247,977 0.8 249,100 △ 1,123 △ 0.5

3,593,864 11.4 3,344,405 249,459 7.5

7,597,512 24.1 7,615,086 △ 17,574 △ 0.2

3,971,692 12.6 2,708,022 1,263,670 46.7

0 0.0 0 0 －

1,712,203 5.4 1,718,815 △ 6,612 △ 0.4

805,757 2.6 2,427,462 △ 1,621,705 △ 66.8

2,694,292 8.5 2,762,938 △ 68,646 △ 2.5

1,516,861 4.8 1,384,702 132,159 9.5

4,099,791 13.0 3,658,466 441,325 12.1

44,420 0.1 82,550 △ 38,130 △ 46.2

4,272,891 13.5 4,230,061 42,830 1.0

692,740 2.2 696,393 △ 3,653 △ 0.5

300,000 1.0 100,000 200,000 200.0

31,550,000 100.0 30,978,000 572,000 1.8

（単位：千円,％）
令和３年度
予算額

構成比
令和２年度

予算額
増減額 増減率

14,118,097 44.7 14,052,933 65,164 0.5

人件費 6,873,626 21.8 6,843,501 30,125 0.4

扶助費 2,971,580 9.4 2,979,371 △ 7,791 △ 0.3

公債費 4,272,891 13.5 4,230,061 42,830 1.0

9,576,345 30.4 9,573,400 2,945 0.0

物件費 4,572,527 14.5 4,578,796 △ 6,269 △ 0.1

維持補修費 570,684 1.8 565,607 5,077 0.9

補助費等 4,433,134 14.1 4,428,997 4,137 0.1

5,024,811 15.9 4,722,030 302,781 6.4

普通建設事業費 4,980,391 15.8 4,639,480 340,911 7.3

災害復旧事業費 44,420 0.1 82,550 △ 38,130 △ 46.2

失業対策事業費 0 0.0 0 0 －

2,830,747 9.0 2,629,637 201,110 7.6

投資及び出資金 2,056 0.0 2,279 △ 223 △ 9.8

積立金 692,704 2.2 696,359 △ 3,655 △ 0.5

貸付金 24,260 0.1 17,220 7,040 40.9

繰出金 1,811,727 5.7 1,813,779 △ 2,052 △ 0.1

予備費 300,000 1.0 100,000 200,000 200.0

31,550,000 100.0 30,978,000 572,000 1.8

区         分

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

合　　　　　計

【性質別】

区         分

義務的経費

消費的経費

投資的経費

その他

合　　　　計
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１　真庭市民の誇りと責任

（１）誰もが尊重され存在を認め合う

○ 障がい者活躍支援真庭つながり促進事業 3,626 千円

○ 就業環境多様化促進事業 【新規】 1,585 千円

（２）「市の主権者」「地球市民」「地域の人」として意識し行動する

○ 持続可能な未来杜市推進事業 【拡充】 6,399 千円

○ 二川地域自治振興センター（仮称）開設準備 【新規】 17,230 千円

２　ライフスタイルを実現する可能性の進化

（１）一人ひとりの可能性を広げる（子育て・教育）

○ ハッピーコンシェルジュ事業（結婚推進） 【拡充】 11,748 千円

○ 妊産婦臨時特別給付金支給事業 26,037 千円

○ 放課後児童健全育成事業 105,387 千円

○ 郷育を核としたキャリア教育推進事業 【新規】 4,718 千円

○ 学校給食施設整備事業 749,692 千円

（２）生活の中で文化を楽しむ（文化・芸術・スポーツ）

○ 旧遷喬尋常小学校校舎整備･活用事業 【新規】 2,618 千円

○ ミュージアム展示企画事業 【新規】 8,844 千円

○ 蒜山高原ライディングパーク施設改修事業 【新規】 112,723 千円

（３）安心な生活を地域で支え合う（健康・福祉）

○ 障害児通所給付事業 77,148 千円

○ 市独自の予防接種事業 【拡充】 8,844 千円

○ 歩数アップ健康サポート事業 【新規】 1,218 千円

○ シルバー人材センター運営費補助金 11,991 千円

３　多彩で循環性のある持続可能なまち

（１）多彩な地域の個性を育てる

○ 空家等対策事業（利活用） 【拡充】 54,598 千円

○ 集落支援員設置事業 【拡充】 10,546 千円

○ 蒜山⇔晴海プロジェクト推進事業 【拡充】 44,715 千円

○ CLT建築物整備事業 154,430 千円

一般会計予算 主要事業

（第２次真庭市総合計画　「里山資本主義」真庭の挑戦）

5億12百万円

85億14百万円

23億44百万円

-16-



（２）地域資源を生かした「回る経済」を確立する

○ 有害鳥獣対策事業 【拡充】 95,853 千円

○ スマート農業技術普及推進事業 【拡充】 8,000 千円

○ 森林循環及び低コスト施業促進整備事業 【拡充】 40,340 千円

○ 地域エネルギー100％のまちづくり推進事業 【新規】 3,250 千円

○ 林業･木材･木造建築教育･研究ゾーン構想推進事業【拡充】 2,000 千円

○ 価値創造型伴走支援事業 【新規】 5,000 千円

４　生活しやすく品格のある都市

（１）生活の安全安心を高める

○ 家屋等被害対策大径広葉樹伐採支援事業 【新規】 3,000 千円

○ 高機能消防指令システム構築業務 【新規】 225,932 千円

○ 北房分署庁舎整備事業 【新規】 72,644 千円

（２）人が暮らす風景と快適な住環境をつくる

○ 生ごみ等資源化施設整備事業 1,321,091 千円

○ 2050カーボンニュートラルまにわ構築事業 【新規】 6,403 千円

○ 道路メンテナンス事業（橋りょう・トンネル） 302,802 千円

（３）中心市街地とネットワーク型都市を形成する

○ 空家等対策事業（除却等） 14,154 千円

○ コミュニティバス運行事業 155,960 千円

○ 共助による地域の“あし”構築事業 4,911 千円

５　「ひと」と「まち」の将来に責任を持つ市役所

（１）「ひと」と「市役所」の新しい関係を築く

○ Humanプロモーション（シティプロモーション） 6,797 千円

○ 真庭ひかりネットワーク臨時管理事業 【拡充】 116,668 千円

（2）効率的に「市役所」を経営する

○ 行政情報データベース活用事業 【新規】 2,077 千円

○ 老朽化施設除却事業 105,705 千円

53億07百万円

148億73百万円

一般会計総額 315億50百万円

-17-



主要事業の概要
１　真庭市民の誇りと責任

（福祉課） 3,626千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,626 

（産業政策課） 1,585千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 1,585 

（総合政策課） 6,399千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,087 0 2,200 1,112 

（交流定住推進課） 17,230千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 17,230 

２　ライフスタイルを実現する可能性の進化

（交流定住推進課） 11,748千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,400 0 8,348 0 

（健康推進課） 26,037千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 26,037 

障がい者活躍支援真庭つながり促進事業

就業環境多様化促進事業

持続可能な未来杜市推進事業

・SDGsを市民運動として推進するための円卓会議やSDGsミーティングの開催、出前講座の実施等

二川地域自治振興センター（仮称）開設準備

・住民自治を強化し、多様な人材が地域活動に参画する拠点となる地域自治振興センター開設を目指

 し、旧二川小学校の施設（トイレ・エアコン）を改修

ハッピーコンシェルジュ事業（結婚推進）

・結婚を希望する方へ出会いの場を提供

・結婚を促進するため、新生活費用を補助（3年間で最大70万円補助）

妊産婦臨時特別給付金支給事業

・就労継続支援事業所の認知度向上と受注機会の拡大、市民の障がい者への理解を促すため、事業

 所商品の購入費の一部を還元、アドバイザー研修、周知・啓発イベント開催支援

・個々の状況や能力等に対応し、だれもが安心して働ける「共生社会型」就業環境の構築のため、

 事業所・企業内保育所・教育現場等での取組に必要な経費を支援

・コロナ禍において、妊婦が安心して出産・育児ができるよう感染症予防対策等に係る経費負担を軽

 減するために給付金を支給（母子健康手帳の交付数に応じ10万円を給付）
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（子育て支援課） 105,387千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

65,440 4,700 60 35,187 

（学校教育課） 4,718千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 4,718 

（教育総務課） 749,692千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

92,103 616,300 16,572 24,717 

（スポーツ・文化振興課） 2,618千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 2,618 

・旧遷喬尋常小学校の利活用として子どもガイド養成講座を開催

（スポーツ・文化振興課） 8,844千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 8,844 

（スポーツ・文化振興課） 112,723千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 41,500 70,000 1,223 

放課後児童健全育成事業

郷育を核としたキャリア教育推進事業

・地域での学びを通して、「郷育（ふるさと学習）」を推進し、児童・生徒のキャリア発達を促す

・副教材として真庭の取組を掲載した「真庭版SDGsスタートブック」を制作し活用

・AR（拡張現実）アプリケーションを活用し、学習した成果を地域に発信

学校給食施設整備事業

・落合地区の小・中学校の給食調理業務を一括運営する落合学校給食共同調理場（仮称）を整備

・安全安心で効果的な給食施設として、衛生管理面や安全面向上のための整備 

旧遷喬尋常小学校校舎整備･活用事業

ミュージアム展示企画事業

蒜山高原ライディングパーク施設改修事業

・馬とふれあえる施設に改修し、蒜山と馬の歴史的なつながりの展示も行う

・保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校の子どもたちに対し、放課後児童クラブにおいて適

 切な遊びや生活の場を確保し、健全な育成を支援

・国重要文化財「旧遷喬尋常小学校校舎」を次の100年へと伝えるため、適切な保存と活用に向けて

 基本構想を策定

・隈研吾建築都市設計事務所より寄託された建築模型等や現在活躍中のアーティストたちによる現代

 美術を真庭市蒜山ミュージアムで展示

・蒜山高原ライディングパークの厩舎・屋内馬場を、車椅子ユーザーや高齢者等も立ち入りやすい

 施設に改修
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（福祉課） 77,148千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

57,739 0 0 19,409 

（健康推進課） 8,844千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 8,844 

（健康推進課） 1,218千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 1,218 0 

・健康寿命の延伸のため、歩数アップを目標に市民参加型ウォーキングイベント等を開催

（高齢者支援課） 11,991千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 11,991 

３　多彩で循環性のある持続可能なまち

（交流定住推進課） 54,598千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,000 0 0 52,598 

（交流定住推進課） 10,546千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 10,546 

 育魅力化コーディネーター」を配置

障害児通所給付事業

・障がい児の発達の状況や特性等に応じて、必要な指導（療育）や訓練を実施

市独自の予防接種事業

・インフルエンザ重症化予防のため、予防接種費用の一部を助成

・令和3年度より助成対象者を1歳以上13歳未満から1歳以上中学生以下までに拡充

歩数アップ健康サポート事業

シルバー人材センター運営費補助金

空家等対策事業（利活用）

・真庭に移住、定住するための空家の購入や改修を促進（空家活用補助）

・地域や市民団体が空家を改修し、地域の拠点として活用するための整備を支援（拠点整備補助）

集落支援員設置事業

・子どもたちが地域の魅力を感じ、郷土に誇りをもつために、地域と学校、こども園等をつなぐ「郷

・高齢者の能力を生かした活力あるまちづくりの推進を図るため、公益社団法人真庭市シルバー人材

 センターに対し、補助金を交付
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（産業政策課） 44,715千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

15,000 0 0 29,715 

（産業政策課） 154,430千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

71,000 78,000 0 5,430 

（農業振興課） 95,853千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

40,326 0 0 55,527 

（農業振興課） 8,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,000 0 0 4,000 

（林業・バイオマス産業課） 40,340千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 40,340 0 

（林業・バイオマス産業課） 3,250千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,250 

蒜山⇔晴海プロジェクト推進事業

・GREENableのコンセプトに沿った店舗や商品作りを進めるとともに、市外企業との連携を図る

CLT建築物整備事業

・CLT建築物の移築にあわせ、外構整備として植栽や舗装、照明機器等を整備

・ミュージアム及びビジターセンターの内装工事等を実施

有害鳥獣対策事業

・イノシシ、サル、シカなどの有害鳥獣被害に対し、３つの対策を柱として事業を推進

 ①駆除により個体数を減らす抜本的な解決策としての「攻め」の対策

 ②一団の農地や集落全体を電気柵やワイヤーメッシュ等で囲む「守り」の対策

 ③傷害保険や狩猟者登録、狩猟免許取得に必要な経費を補助する「ソフト」対策

 【捕獲目標】イノシシ3,100頭、ニホンジカ700頭、ニホンザル100頭

スマート農業技術普及推進事業

・ドローン、直進キープ田植機、ラジコン草刈機等の購入費用や講習費用の一部を補助

・帰農塾に「スマート農業コース」を新設

森林循環及び低コスト施業促進整備事業

・森林の伐採、木材の搬出に必要な作業道整備を支援し、森林整備を促進

・広葉樹のチップ化推進のため、伐採搬出や機械導入費用の支援、広葉樹利活用の実証事業を実施

地域エネルギー100％のまちづくり推進事業

・7月の観光文化発信拠点施設オープンにあわせ、オープンセレモニーの実施と、コンテンツを活か

 した広告や情報発信を展開

・地域エネルギー自給率100％を目指し、木質バイオマス発電所の増設について具体的な調査検討を

 行う発電事業者を支援（事業実施は発電事業者、事業費の1/2を負担）
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（総合政策課） 2,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 2,000 

（産業政策課） 5,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 5,000 

・事業者の強みや特徴を活かした伴走支援を実施し、新たなビジネス機会を創造

４　生活しやすく品格のある都市

（林業・バイオマス産業課） 3,000千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 0 3,000 

（消防本部総務課） 225,932千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 225,900 0 32 

・真庭、津山、美作の各消防本部が共同で運用する高機能消防指令システムの構築整備に係る負担金

（消防本部総務課） 72,644千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 49,700 0 22,944 

（環境課） 1,321,091千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

262,885 1,055,700 0 2,506 

林業･木材･木造建築教育･研究ゾーン構想推進事業

価値創造型伴走支援事業

・GREENableのコンセプト及び認証基準に基づき、市内事業者が商品開発を行える体制を構築

家屋等被害対策大径広葉樹伐採支援事業

・人身や家屋等に直接被害を与えるおそれのある危険木の伐採経費の1/3を補助（限度額30万円）

高機能消防指令システム構築業務

北房分署庁舎整備事業

・消防体制の充実強化を図るため、老朽化した消防北房分署庁舎を整備（用地取得費、設計費等）

生ごみ等資源化施設整備事業

・生ごみ、し尿等を肥料に資源化し、ごみの減量化を目指す資源化施設の設計、建設工事 

・岡山大学新工学部開講（建築教育プログラム開始）に合わせ、インターンシップスキームの検討

 と受入準備（オブザーバー企業を含む協力企業のリストアップ）等を実施
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（環境課） 6,403千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

400 0 48 5,955 

（建設課） 302,802千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

169,413 108,700 0 24,689 

（都市住宅課） 14,154千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,666 0 0 9,488 

（くらし安全課） 155,960千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

15,361 0 28,826 111,773 

・市民生活を支えるコミュニティバス「まにわくん」の運行経費等

（くらし安全課） 4,911千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 0 4,911 0 

５　「ひと」と「まち」の将来に責任を持つ市役所

（秘書広報課） 6,797千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,500 0 0 4,297 

・広報紙やホームページなど複数のメディアを駆使して最適な広報につなげるため､市民ニーズを調査

2050カーボンニュートラルまにわ構築事業

・プラスチックごみを減らすため、給水スポット等を市内に設置し、ペットボトル削減を推進

・簡易包装、リユース容器商品のコーナーを設置し、容器包装の削減・リユース容器の利用推進

・啓発イベント等を通じて「使い捨てないライフスタイル」を可視化、市民の行動変容を促す

道路メンテナンス事業（橋りょう・トンネル）

空家等対策事業（除却等）

・老朽化し倒壊等のおそれのある危険空家の除却を促進するため、除却を行う個人に補助金を交付

コミュニティバス運行事業

共助による地域の“あし”構築事業

Humanプロモーション（シティプロモーション）

・市民が主体となる広報活動を目指し、セミナーやワークショップを開催

・通行の安全確保、ライフサイクルコスト削減のため、橋りょう（全1,051橋）、トンネル（全5本）

 について、５年ごとの定期点検及び計画的な維持補修を実施

・共助による地域内運行への転換として、利便性の向上と持続可能な環境づくりを目指した「地域内

 交通（住民活動の根幹を支える地域の“あし”）」を二川地区に続き津田地区で実施
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（秘書広報課） 116,668千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 88,100 10,000 18,568 

（総合政策課） 2,077千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,050 0 0 1,027 

・データを分析、活用して地域の課題解決や住民サービスの向上につなげる

（財産活用課等） 105,705千円
（単位：千円）

国県支出金 地方債 その他 一般財源

0 100,300 0 5,405 

真庭ひかりネットワーク臨時管理事業

・蒜山⇔晴海プロジェクト推進事業に伴う光ケーブルの地中化、中和トンネル内ケーブル配管修繕等

行政情報データベース活用事業

老朽化施設除却事業

・クラウドサービスを活用し、真庭市行政データの一元管理、利活用促進を図るためのデータベース

 を構築

・老朽化し、当初の設置目的を果たした公共施設について、速やかに除却することで公共施設の保有

 コストを低減
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　 市町村交付金（社会保障財源化分）　

社会福祉事業

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

生活保護事業

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

保健衛生事業

予防事業

健康増進事業

令和３年度地方消費税交付金(社会保障財源化分）の社会保障施策に要する経費

１　歳入

524,600 千円

２　歳出 (単位：千円）

財源内訳

一般財源

251,609 22,670 14,497 214,442

1,280,755 887,808 24,882 368,065

977,587 22,882 60,453 894,252

3,117,633 1,091,945 128,268 1,897,420

511,188 359,108 9,630 142,450

5,157,229 4,342,686 51,578 762,965

6,467,958 4,170,912 145,449 2,151,597

763,798 280,012 30,634 453,152

779,147 26,289 47,672 705,186

157,850 3,772 9,756 144,322

33,451 5,327 1,781 26,343

合計 19,498,205 11,213,411 524,600 7,760,194

事業名 事業費
特定財源 社会保障財源化分の

地方消費税交付金 その他

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

-25-


